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要約 
 

序論 

今も昔も会社における女性の役割は変化していないようである。  

確かに今の日本では会社や政府機関において働く女性が多くなっているし

かし、結婚した女性は家の仕事もしなければならない。家の仕事は子の養

育、家の掃除、夫に仕えること、料理を作ることなどがある。 

観察してみると、今の日本と昔の日本の女性の役割はあまり変わら

ないのである。特に徳川時代の女性は結婚したら、子を産み、子を養育し、

夫に仕え、夫の言うことを聞かなければならないのである。子を産えない、

女性は実家に戻されるのである。 

徳川時代における儒教は大きな影響力を持っていたのである。会社

生活のあらゆる局面に影響を乃ぼしているのである。したがって社会にお

ける女性の役割もこの影響を受けていたのである。 

 本論文では、徳川時代において、儒教の影響の下で、女性の役割が

いかなるものであったかを詳しく研究分析してみる。研究分析を進めるに

あたっては、映画「大奥～華の乱」に描写されるものに基き、記述的アプ

ローチを使うことにする。 
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本論 

徳川時代または江戸時代は、１６００～１８６８年までの時代を言

う。当時代では、行政、社会生活、家族生活に対して儒教が大きな影響力

を乃ぼしているのである。儒教には、五つの基本的な人間関係を規律する

五つの徳目、すなわち父子の視、君臣の義－、夫婦の別、長幼の序、盟友

の信がある。これが五輪というものである。 

儒教は陽明学、古学、朱子学という三つの巡にわかれている。徳

川時代では朱子学を国の思想にしていたのである。朱子学には、字宙哲

学。人間の基本的な忙質、道徳の理論が含るれている。 

徳川時代では儒教の専門家がたくさんいたのである。その一人とし

て貝原 益軒がいる（１６３０－１７１４）。貝原 益軒は女性が行うべき

道徳の手引、女大学を書いた人間である。 

女大学の中に三従四徳の教えがあり、それは女性は父に従い、嫁

しては夫に従い、老いては子に従うことである。また、この本には、女

性が敲綅される七つの理由が書かれている。それらは、舅及び夫に従わ

ないこと、子を産まないこと、邪堆を持ち、嫉妬を持つこと、癩病ある

いは悪臭を放つ病を持つこと、よくしゃべりこと、アヘンを常用するこ

と、盗みを層やくことである。つまり、徳川時代では、理想的な妻とい

うのは、女大学に書かれていることを基本的な生活基準を守るものである。

「大奥～華の乱」の映画の中では女性たち（安子、阿久里、桂昌院  、 
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右衛門佐、お伝、染子、信子）は五常あるいは五輪ふび三従四徳に従っ

て生きていたのである。 

 

結論 

映画「大奥～華の乱」をみて、徳川時代における女性は儒教の教え

に基づいて書かれた女大学という女性の生活手引のようなものに従ってむ

きていたようである。それに従うことによって、理想的な女性になろうと

していたのである。 
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